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4原 著 論 文 ( 和 文 )
小 倉 保 己 : 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 の 薬 理 学 的 研 究 . 一 特 に 毛 細 血 管 の 透 過 性 を 中 心 と し て .
日 薬 理 誌  5 4 , 3 3 - 4 6  ( 1 9 5 8 )
小 倉 保 己 :  p h e n o t h i a z i n e 、 a l k y l a m i n e  系 誘 導 体 , と く に  C h l o r p r o m a z i n e  の 脳 の ア
ン モ ニ ア 形 成 に 及 ぼ す 影 響 に っ い て . 日 薬 理 誌  5 5 , 9 4 9 - 9 5 8  a 9 5 9 )
小 倉 保 己 , 中 島 信 一 :  R i g h t i n g  r e f l e x ( 立 ち 直 り 反 身 D  に お よ ぼ す 結 晶 テ ト ロ ド ト キ
シ ン の 作 用 に っ い て 、 千 葉 大 学 腐 敗 研 究 所 報 告  1 2 , Ⅱ 5 - 1 1 8  a 9 5 9 )
小 倉 保 己 , 堀 宏 行 : 胃 液 分 泌 に 及 ぼ す 結 晶 テ ト ロ ド ト キ シ ン の 作 用 に っ い て . 日 薬 理
誌  5 7 , 2 7 4 - 2 7 9  ( 1 9 6 1 )
小 倉 保 己 : 実 験 的 脳 血 液 関 門 の 障 害 と C y t o c h r o m  C の 影 響 . 医 学 と 生 物 学  7 2 , 9 1 -
9 6  ( 1 9 6 6 )
小 倉 保 己 :  Q u i n a . o l i n e 誘 導 体 の 局 所 麻 酔 作 用 . 医 学 と 生 物 学  7 9 , 2 0 1 - 2 0 4  ( 1 9 6 9 )
田 村 順 子 , 小 倉 保 己 : 界 面 活 性 剤 の 薬 理 学 的 研 究  1 0 . 赤 血 球 膜 の 安 定 化 作 用 と 動 物 種
属 差 . 医 学 と 生 物 学  7 8 , 2 4 7 - 2 4 9  a 9 6 9 )
佐 藤 哲 男 , 吉 田 詐 一 , 小 倉 保 己 , 諸 井 佳 代 子 : 有 機 り ン 剤  E t h y l ・ P ・ n 北 r o p h e n y l ・
P h e n y l  p h o s p h o n o t h i o a t e  ( E P N ) の  T r y p t o p h a n  p y r r o l a s e  の 活 性 に お よ ぼ す 影 粋
な ら び に 血 中 C h o l i n e s t e r a s e 値 及 び 縮 瞳 と の 関 連 に っ い て . 日 薬 理 誌  6 6 , 3 8 7 - 3 9 3
a 9 7 の
吉 田 裕 一 , 小 倉 保 己 : 象 牙 質 に 及 ぽ す 筋 弛 緩 薬 の 影 響 . 歯 科 基 礎 誌  1 3 , 3 8 7 - 3 朋
a 9 7 D
佐 藤 卓 美 , 木 皿 憲 佐 , 後 藤 吉 平 , 小 倉 保 己 : ウ サ ギ の 坐 骨 神 経 刺 激 に よ り 誘 発 さ れ る
V 。 c a l i z a t i o n 反 応 に お よ ぼ す 局 所 麻 酔 薬 お よ び 解 籬 麻 酔 薬 k e t a m i n e の 影 響 . 歯 科 基 礎
誌  2 3 , 2 6 2 - 2 7 1  a 9 8 1 )
鈴 木 崇 彦 , 木 皿 憲 佐 , 小 野 寺 憲 治 , 小 倉 保 己 :  p h e n 0 1 振 戦 に 関 す る 薬 理 学 的 研 究 ( 第
7 報 )  c h 。 1 i n e 作 動 性 神 経 系 の 関 与 に っ い て . 日 薬 理 誌  8 1 , 1 2 7 - 1 3 4  a 9 8 3 )
小 倉 保 己 , 菊 地 尚 , 木 皿 憲 佐 , 只 野 武 , 桜 田 忍 , 桜 田 司 , 藤 田 昂 , 井 口 弘 之 ,
小 角 博 雄 , 今 井 芳 子 , 野 本 照 子 , 上 野 昭 , 野 中 和 子 : 短 時 闇 作 用 型 非 脱 分 極 性 筋 弛 緩
薬  V e C ψ o n i u m  b , o m i d e の 薬 理 一 筋 弛 緩 作 用 な ら び に 呼 吸 . 循 環 作 用 を 中 心 と し て
































6平 藤 雅 彦 , 小 倉 保 己 : 唾 液 分 に お け る プ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン の 役 割 歯 科 ジ ャ ー ナ ル
1 6 , 6 7 5 - 6 8 3  ( 1 9 8 2 )
小 倉 保 己 : テ ト ロ ド ト キ シ ソ の 神 経 興 奄 遮 断 作 用 一 膜 脂 肪 層 に 対 す る 知 見 を 中 心 に .
熊 生 N  2 , 5 1 9 - 5 2 2  ( 1 9 8 3 )
小 倉 保 己 : 局 所 麻 酔 薬 の 作 用 機 序 . 歯 科 ジ ャ ー ナ ル  1 9 , 5 4 5 - 5 腿  a 9 8 4 )
著 書 お よ び 分 担 執 筆
小 倉 保 己 : フ グ 中 毒 . 食 品 衛 生 学 ( 相 磯 和 嘉 , 宮 木 高 明 編 集 )  P . 玲 6 - 1 9 9 , 朝 倉 書 店 ,
東 京  a 9 6 3 )
0 宮 U r a ,  Y . :  F u g u  ( p u f f e r ・ f i s h )  p o i s o n i n g  a n d  t h e  p h a r m a c 0 1 0 g y  o f  c r y s t a 1 1 i n e
t e t r o d o t o x l n  l n  p o i s o n i n g .  N e u r o p o l s o n s ・ T h e l r  p a t h o p h y s l 0 1 0 s l c a ]  a c t i o n s
V o l u m e  l . ・ p o i s o n s  o f  a n i m a l  o r i g i n . ( E d .  b y  L .  L .  s i m p s o n ) .  P . 1 3 9 - 1 5 8
P l e n u m  p r e s s .  N e w  Y O , k . ( 1 9 7 1 )
小 倉 保 己 :  T e 廿 o d o t o x i n の 薬 理 一 平 滑 筋 作 用 を 中 心 と し て . 平 滑 筋 の 生 理 お よ び 薬 理
( 板 東 丈 夫 , 高 木 敬 次 郎 , 江 橋 節 郎 編 集 )  P . 2 9 7 - 3 0 9 . 南 江 堂 東 京  a 9 7 4 )
小 倉 保 己 : テ ト ロ ド ト キ シ ン . 脳 の 薬 理 学 ( 吉 田 博 , 栗 山 欣 弥 編 集 )  P . 5 6 1 - 5 7 4
医 歯 薬 出 版 東 京  a 9 7 5 )
小 倉 保 己 : 毒 索 の 体 内 経 路 と 発 症 . 現 代 精 神 医 学 大 系  N . 症 状 精 神 病
中 1 _ 1 」 当 店 東 京  a 9 7 6 )
小 倉 保 己 : 局 所 麻 酔 薬 の 薬 理 . 歯 科 局 所 麻 酔 の 実 際 ( 中 久 喜 喬 編 集 )
医 歯 薬 H _ 1 版 東 京 ( 1 9 7 9 )
小 椋 秀 亮 , 小 倉 保 己 ( 編 集 ) : 現 代 歯 科 薬 銀 学 : 薬 理 学 史 概 論 . 1 - 1 5 ・ 薬 理 遺 伝 学
,
P . 1 1 1 - 1 2 3  ; 筋 弛 緩 薬  P . 3 3 9 - 7 5 5  ; 循 環 系 に 作 用 す る 薬 物  P . 3 5 5 - 3 7 4  ; 呼 吸 系 に 作 用 す
る 薬 物  P . 3 7 5 - 3 8 7  ; 利 尿 薬 ・ 輸 液  P . 4 0 8 - 4 2 2 . 医 歯 薬 出 版 東 京  a 9 8 の
小 倉 保 己 , 猪 木 令 三 ( 監 訳 ) : 歯 科 薬 理 学 広 川 書 店 東 東 ( 1 9 8 の
病
小 倉 保 己 : 局 所 麻 酔 薬 . 薬 理 学 ( 中 井 , 上 条 , 高 折 編 集 )  P . 1 9 6 - 2 1 1 . 理 工 学 社 東
京  a 9 8 の
4 1 - 7 6 .
小 倉 保 己 : 重 金 属 解 毒 薬 . 薬 理 学 ( 中 井 , 上 条 , 高 折 編 集 )  P . 3 8 3 - 4 0 2 . 理 工 学 社
東 京 ( 1 9 8 の
小 倉 保 己 , 佐 伯 清 美 , 和 田 博 ( 共 訳 ) : ヒ ス タ ミ ン . 理 工 学 社 ( 1 9 8 D
伊 膝 秀 夫 , 真 泉 平 治 , 小 倉 保 己 ( 編 集 ) 日 本 医 事 新 報 歯 科 に お け る 抗 炎 症 薬 理 法 : 抗 炎
症 金 醐 南 薬 の 歩 み .  P . V 、 X . 医 歯 薬 出 版 東 京  a 9 8 D
P
4 5 7 - 4 6 7 .
P ・
Onodera, K. and ogura, Y.: The e仟ect of lntraventrlcular ln]ectlon of
histamine on the behavlor ln mlce and rats. Adv.1n BiosclenceS 33. Advances
in histamine research (Ed. B. uvnas and K. Tasaka) P 127-136. pergamon
Press Ltd. New York (1982)
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